
広島⼤学⾏動規範 
  
 
 広島⼤学は、国⽴の総合研究⼤学として、⾃由で平和な社会を実現し、⼈類の幸福に貢献
するという使命を果たすと同時に、その活動に関して⾼い倫理性と社会に対する透明性を
持った⼗分な説明責任が求められています。社会からのこれらの負託に応えるために、私た
ち広島⼤学の全構成員が常に意識し、実⾏すべき指針として、「広島⼤学⾏動規範」を定め
ます。 
 
 
１．⼈権と多様性の尊重 

私たちは、⼀⼈ひとりの⼈権と⼈格を尊重し、あらゆる差別やハラスメントを許さず、
全ての構成員がその個性と能⼒を⼗分に発揮できるキャンパスを実現します。 

 
２．⾃主性・⾃律性の堅持 

私たちは、社会的規範や倫理、個々の活動に対するインテグリティに⼗分配慮しつつ、
学問の⾃由や教育・研究の⾃主性・⾃律性を堅持し、世界最⾼⽔準の教育・研究を実施・
発展させ、その成果を社会に還元します。 

 
３．法令等の遵守 

私たちは、広島⼤学の構成員として活動するにあたり、社会的規範・ルール、関係法令
及び学内諸規則を遵守します。 

 
４．情報の公開・保護 

私たちは、社会に対する透明かつ公正な説明責任を果たすため、その活動の内容や結果
など本学が保有する情報について適時適切な⽅法で社会に公開し、その情報の利⽤にあ
たっては、⾼い倫理規範を⾃らに課すとともに、個⼈情報の保護を図ります。 

 
５．情報の管理 

私たちは、広島⼤学の情報資産の価値を把握し、その安全性及び信頼性を確保するため
に、情報セキュリティ上の脅威を⼗分に認識し、それぞれの業務に応じて、適切な管理と
運⽤を⾏います。 

 
６．経費・資産の適正な管理 

私たちは、活動のための経費及び資産の多くが税⾦その他社会からの⽀援等によるも
のであることを常に⾃覚し、⼤学の経費及び資産を適正かつ効率的に管理し、使⽤します。 

 
７．安全・安⼼な環境の整備 

私たちは、業務の遂⾏にあたり、安全に対する意識を⾼め、安全・安⼼かつ快適な教育、
学修、研究及び労働の環境を整備します。 

 
８．環境問題への取組 

私たちは、気候変動や⼤規模災害、環境汚染や資源・エネルギー問題などの世界的な環
境問題に率先して取り組み、安定した環境を将来の世代に引き継ぎます。 
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